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市報クイズでは、プレゼントを提供していただける商店・企業等を募集しています。詳しくは、広報広聴課3内線212までお問合せください。

●２月１日～７日　　
夢いっぱいアート展
妻沼展示館大展示室で、市内特別支援学級と近

隣の特別支援学校に通う児童・生徒の作品が一堂
に会する展示会が行われました。

●１月17日・18日　
2007マン島ＴＴレース出場
渡辺正人氏・吉田秀幸氏サイドカー展示会
市役所1階ホールにマン島レースを激走したサイドカ

ーが展示され、2日間で延べ750人が訪れました。普段見
ることのない迫力の車体に、訪れた人々からは感嘆の声
が上がっていました。

●１月26日　
第21回熊谷めぬま駅伝大会
妻沼中央公民館を発着点に開催され
ました。当日は天候にも恵まれ、市内
外から合計186チーム、約1,000人の選
手たちが集い、力走をみせました。

●１月24日～28日　
第33回公募熊谷市勤労者文化展
八木橋百貨店カトレアホールほかで、

絵画・書・写真・手工芸・彫刻部門に合
計284点の作品が展示されました。

《
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月
の
問
題
》

次
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入
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通

今月のテーマ「市政宅配講座」についていただいたコメントは、おたよりパレッ
トや市ホームページで紹介させていただく場合があります。

《応募方法》ハガキまたはＥメー
ルに、クイズの答え・住所・氏名・年
齢・電話番号・今月のテーマ「市政
宅配講座」についてのコメントを
必ず記入のうえ、３月24日（月）まで
にご応募ください（１人につき１通）。
※コメントの無いものは無効です。
（Ｅメールアドレス）
kohokocho@city.kumagaya.lg.jp
《応募先》〒360-8601宮町ニ丁
目47番地1　熊谷市広報広聴課
当選者の発表は、プレゼントの
発送をもって代えさせていた
だきます。

テーマ　熊谷文化創造館さくらめいと

市報クイズ5月号で寄せられた意見を紹介します。市報クイズ１月号で寄せられたご意見を紹介します。

●２月７日　

だるま市
星川通りで、毎年恒例のだるま市が行われました。転

んでも起きあがる七転び八起きの縁起が好まれ始められ
たと言われています。

本町2-60、3048-527-1001

●１月27日　地方自治法施行60周年記念　フォーラム
埼玉会館で開催された「これからの市町村のあり方を考

える」と題したフォーラムに、富岡市長が県内70市町村長
の代表パネリストとして、合併の経緯および合併後のまち
づくりについて熱く語りました。

●１月31日　
いよかん大使
愛媛県産のいよかんＰＲのため、愛媛いよかん大使４人が、
市長を表敬訪問しました。

●１月31日　
やまといも料理教室
農業活性化センター「アグリメイト」で、やまとい

も料理教室が開催され、お好み焼きやかるかんなど、
いろいろな食感のおいしい料理ができあがりました。

●10年も経つほどとは思えないオシャレな建物で、高校生の
吹奏楽などもここで開くと立派なオーケストラ並みに聞こ
えます。 （30代･女性）
●喧騒から離れた場所にあるのがいいですね。風の劇場やそ
の他の建物の造りも格好いいです。 （40代･男性）
●さくらめいとは、娘のバレエの発表会や息子の音楽コンク
ールといつも鑑賞する側でしたが、PTAコーラスのつどい
で、初めて月のホールの舞台に立つことができました。緊
張はしましたが、それ以上に感激しました。 (40代･女性）
●太陽のホールは響きが美しかったです。演奏家が賞賛され
ているのが良くわかります。 （30代･男性）

●定年になった年から、さくらめいとで行われるコンサートに必ず行
ってゆったりとした時間を過ごすようになりました。 （60代･女性）

●今も籠原に住んでいますが、数年前まで「さくらめいと」
が見えるすぐ近くに住んでいました。イベントがなくても
ふらりと散歩に行ったり、屋上に上って景色をながめたり
できる癒しのスポットとして利用しています。（40代･女性）

●２月７日

星溪園が
「彩の国景観賞2007」を受賞
星溪園(鎌倉町)が、市の中心部の静

かな貴重な空間として、「彩の国景観
賞2007」(心にうるおい部門)を受賞し、
さいたま市内で表彰式が行われました。

熊谷文化創造館さくらめいとは、市民に愛されながら開
館10周年を迎えました。コンサートなどのイベントを楽し
むだけでなく、練習室等の貸し出しも行っておりますので、
ぜひご利用ください。
※市ホームページ http://www.city.kumagaya.lg.jp/でも、
「おたよりパレット」を更に詳しく紹介しています。

●２月３日　節分「豆まき」
高城神社と妻沼聖天山で、節分の豆まきが行われました。あいにく

の雪にも関わらず、どちらの会場も多くの人出で賑わいました。
にぎ

マシンに触れているのがドライバーの渡辺正人さん

星溪園
下段左から２人目が富岡市長

妻沼聖天山

いや

けんそう

高城神社
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■材　料(４人分)
めん　小麦粉　　250ｇ

水　　　　120cc
打ち粉　　50ｇ

お汁　だし汁　　1500cc
油　　　　大さじ１
しょうゆ　100cc
みりん　　50cc

薬味　ゆず
とうがらし

■作り方
①めんを作る。小麦粉に水を３回位に分けて入れてよ
くこねる。30分位ねかした後、うどんより薄くのば
し、びょうぶだたみにたたんで巾1.5cm位に切る。茹
でて水で洗いザルにあげる。

②ごぼうは切って水にさら
しておく。
③鍋に大さじ１の油を入れて
熱し、食べやすい大きさに
切った根菜類Aを入れて軽
くいためる。だし汁を入れ、
煮立ったら残りの野菜Bを
入れて、しょうゆ・みりん
で味付けをする。
④さらに沸騰したら、めんを入れ、中心まで煮立った
ら薬味を添えていただきます。
※大和芋の代わりにサトイモでもおいしいです。

今月の料理人は上奈良の　矢田堀　豊子　さん

『一言アドバイス』
消化吸収が良いうどんと、野菜がたっぷりとれるけんち

ん汁の組合せは、胃への負担も少なく遅めの夕食等にも適
しています。厚揚げや鶏肉などのたんぱく源を加えると、
一品でも栄養バランスの良いメニューになります。

◆健康づくり課　3048-528-0601

●春本番まであと少し…煮込みであったまろう！

「けんちん煮ぼうとう」

◆農業振興課　3内線442

野菜　にんじん　50ｇ
大根　　　200ｇ
大和芋　　200ｇ
ごぼう　　100ｇ
しいたけ　３枚
白菜　　　２枚　　　
長ねぎ　　１本
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さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
　
熊
谷
桜
堤

昭
和
27
年(

１
９
５
２
）、
荒
川
新
堤
に
市
制
施
行

20
周
年
を
記
念
し
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
２
０
０
本
植

え
ら
れ
、
そ
の
後
、
熊
谷
さ
く
ら
祭
も
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
度
々
の
補
植
と
育
成
の
努
力
に
よ
っ

て
、
見
事
な
桜
の
花
の
ト
ン
ネ
ル
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
２
年(

１
９
９
０)

に

は
、(

財)

日
本
さ
く
ら
の
会
よ
り
「
さ
く
ら
名
所
１
０

０
選
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
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旧
桜
堤

か
つ
て
桜
堤
は
、
石

原
か
ら
鎌
倉
町
を
と
お

り
現
在
の
万
平
公
園
を

結
ん
で
い
ま
し
た
。
明

治
16
年(

１
８
８
３)

の
鉄

道
開
通
に
あ
わ
せ
て
、

竹
井
澹
如(

万
平)

ら
は
、

当
時
荒
廃
し
て
い
た
桜

堤
の
復
興
を
計
画
し
、

４
５
０
本
の
桜
を
植
え

ま
し
た
。
そ
の
後
桜
樹

の
育
成
に
努
力
し
、
昭

和
２
年
に
は
花
の
名
所

と
し
て
国
の
「
史
跡
名

勝
天
然
記
念
物
」
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
（
昭
和
33
年
〈
１
９
５
８
〉
解
除
）。
昭
和
16

年
に
新
堤
が
で
き
、
こ
の
旧
桜
堤
は
そ
の
後
崩
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
万
平
公
園
に
そ
の
面
影
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

旧桜堤(大正末～昭和初期に発行された絵ハガキ)
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ー
ツ
を
再
開
す
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。
父
が
、
大
学
時
代
陸
上
選

手
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
番
身
近

な
コ
ー
チ
に
教
え
て
も
ら
え
る
利
点

も
あ
っ
た
の
で(

笑
）
。
病
気
療
養
中

の
半
年
間
、
迷
い
や
自
信
喪
失
で
つ

ら
い
思
い
も
し
ま
し
た
が
、
陸
上
で

早
く
結
果
が
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

兄
弟
で
影
響
し
あ
う
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

淳
也

水
泳
と
陸
上
で
打
ち
込
む
競

技
が
ち
が
う
お
か
げ
で
、
ほ
と
ん
ど

け
ん
か
に
な
ら
な
い
の
で
、
お
互
い

に
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
ま
す
ね
。
本

な
ど
も
僕
が
買
い
始
め
、
弟
が
そ
ろ

え
た
り
し
て
、
読
み
あ
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
得
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
な
り
に
工
夫
し
て
取

り
入
れ
て
い
ま
す
が
。

友
矩

兄
は
、
す
で
に
大
き
な
大
会

を
経
験
し
て
い
る
の
で
、
レ
ー
ス
の

時
の
精
神
状
態
と
か
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

方
法
と
か
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
と

て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
の
魅
力
と
今
後
の
目

標
は
？

淳
也

水
泳
の
魅
力
は
、
水
と
一
体

に
な
り
、
無
心
に
な
れ
る
瞬
間
が
体

験
で
き
る
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、

沢
山
の
人
に
出
会
え
て
、
い
ろ
い
ろ

な
所
に
い
け
る
。
大
き
な
大
会
に
出

て
自
分
の
小
さ
さ
を
知
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
も
っ
と
大
き
く
な
ろ
う
と
思

わ
せ
て
く
れ
る
の
が
自
分
に
と
っ
て

の
水
泳
で
す
。
今
年
の
目
標
は
、
や

は
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ

と
で
す
ね
。
大
き
な
舞
台
で
「
俺
は

こ
こ
に
い
る
ぞ
！
」
と
存
在
を
示
し

た
い
で
す
。

友
矩

陸
上
の
魅
力
は
、
次
に
進
む
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
得
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

練
習
に
耐
え
て
、
速
く
走
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
も
っ
と
も
っ
と
欲
が
で

る
。
そ
し
て
、
ま
た
、
努
力
し
て
前

に
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
繰
り

返
し
で
自
分
に
自
信
が
つ
く
。
今
年

は
、
熊
谷
で
行
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
優
勝
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

最
終
的
に
は
、
僕
も
世
界
を
目
指
し

た
い
。
そ
れ
か
ら
、
自
分
が
頑
張
っ

て
結
果
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
同

じ
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
を

勇
気
づ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。「
病
気

で
も
こ
れ
だ
け
で
き
る
ん
だ
ぞ
」
と
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
助
け
合
い
、

刺
激
し
あ
い
、
よ
り
強
い
兄
弟
の
絆

き
ず
な

を

感
じ
さ
せ
る
お
ふ
た
り
で
し
た
。
今
年
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
大
き

く
羽
ば
た
く
姿
を
期
待
し
ま
す
。
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熊谷運動公園で練習中の友矩選手

小さい頃から、さまざまなスポーツに親しんできたご兄弟に、それぞれの競技にかける想いをうかがいました。

今
の
競
技
に
打
ち
込
む
こ
と
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
？

淳
也

水
泳
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

僕
が
5
歳
く
ら
い
の
時
に
、
一
番
上

の
兄
が
水
泳
を
習
い
始
め
て
、
一
緒

に
つ
い
て
行
っ
た
こ
と
で
す
。
今
ま

で
に
も
、
野
球
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
も
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
シ

ン
プ
ル
に
「
泳
ぐ
」
と
い
う
こ
と
が

一
番
合
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
水
泳

は
、
も
う
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い

ま
す
ね
。

友
矩

僕
も
、
兄
た
ち
と
一
緒
に
水
泳

も
や
り
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
好
き
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
野
球
に

打
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

プ
ロ
野
球
選
手
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
が
、
一
昨
年
、
甲
状
腺
の
病
気
に

か
か
っ
て
し
ま
い
、
野
球
を
辞
め
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
た
時
、
中
学
時
代

部
活
で
基
礎
体
力
を
つ
け
る
た
め
に

も
や
っ
て
い
た
陸
上
競
技
が
、
ス
ポ
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